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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2018 年度活動テーマ　～素材を活かしてわが家の味～

特別増資 500250　生協子ども基金 500252 にて毎週受け付けています、 ご協力の程宜しくお願い致します。

6/9 第 45 回通常総代会　～ダイジェスト （2） ～

総代会第 2部は

石岡鈴木牧場牛乳完成お披露目会

牛乳でみんなカンパ～イ !(^^)!

　今日は利根町から参りました岩下と申しま

す。牛乳のこととかまったく知らなくて、何で

も一緒かと思っていたんですね。生協に入って

理事として、いろんなお勉強させてもらってい

たそういう時に鈴木さんとお知り合いになりま

した。もう、やっとね、念願の牛乳作りをはじ

められて、大変喜んでいるものの一人でござい

ます。

　本当にありがとうご

ざいます。待ちに待っ

た牛乳ですね。理事と

してお会いするたびに鈴木さんはいつも熱く熱

く語ってくれて、みなさんもご存じだと思うん

ですけど、健康な牛乳は健康な牛から、健康な

鈴木牧場とお付き合いを始めたころからの組合員を代表して　!!

第 15 期副理事長　利根町の岩下　長子さん

鈴木さんとお付き合い始めた当初から関わって下さった、 組合員も駆けつけてくれました !!
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牛は健康な飼料からって、それをするにはまず

土つくりからだと、もういろんなお話をしてく

ださって、違いがわかるようになりました。そ

れをずっとモットーにして試行錯誤を重ねられ

て、今日があるわけなんですけれど、それはヨー

グルト作りにしろチーズ作りにしろ、新しいこ

とを始めるには一朝一夕にはいかないですよ

ね。

　試行錯誤の繰り返しだったと思うんですけ

ど、ご家族の協力もありまして、強い信念のも

とに、努力された精進の賜物で、今日があるん

だと思います。「想い、想え、想えば叶う」と

いう言葉がありますが、鈴木さんはまさにそれ

を 20 年かけて実践されたんだと思います。鈴

木さんの熱い想いを未だに私の心の中に残って

います。やっぱりそこの土地に立ってそこの風

に吹かれて、そのお話を聞くっていうのは、やっ

ぱりどんなに活字で知るよりも、本当に細胞の

一つ一つに入っていく感じがして、牛乳だった

ら鈴木さん、チーズは鈴木さんって感じで、生

協の生産者さんもみんなそうですけれども、牛

乳に関して言えば本当にもう懐かしいというか

長い間のお付き合いですので、本当に今日はう

れしゅうございます。

　本当にありがとうございました。ですから私

たちも鈴木さんの努力に対して、やっぱりしっ

かり支えさせていただかなくてはいけないと思

うんですよね。だから私たちもしっかり支えま

すので、鈴木さん今後ともよろしくお願い致し

ます。お粗末でしたけれど、これで失礼いたし

ます。

初代牛乳プロジェクト担当理事として北海道まで視察に行きました !!

第 14 期　理事　つくば市の松田　ミカさん

　こんにちは、つくばから来ました、松田ミカ

といいます。今ご紹介いただいたように、生協

の中で組合員理事のなかで牛乳プロジェクトを

立ち上げることになりまして、牛乳担当にさせ

ていただきました。そしてびっくりするくらい

本当にいろいろ勉強させてもらって、本来なら

組合員理事としてその知識を還元しないといけ

なかったんですけれど、その理事を 4 年勤めま

したあと、仕事を始めましてそれで今日に至る

まで仕事にまい進してまいりまして、あんまり

みなさんにそれをきちんと還元する機会がなく

て、今日こうしてみなさんに熊谷先生のことや

鈴木先生（笑い）、鈴木さんにお会いして、先

生なんですけど私の中では、いろいろ教えても

らったことをみなさんにお話しできる機会があ

るということは大変ありがたいことだと思って

います。

　ちょっとこういった場で話すのが慣れていな

いので、伝わりにくいかもしれないんですけれ

ど、ご辛抱して聞いていただければと思います。

まずは大石さんから「牛の勉強だ！」というこ

とで、「まず現地で見る」と言われまして、鈴

木牧場さんに連れていっていただきました。

　行かれた方もたくさん

いらっしゃると思うんで

すけど、もう本当に気持

ちのいい場所です。お母

さん牛たちは他の牧場よ

りもうんと長生きして、

お乳を搾らせてくれてい

る。若い牛さんたちも興味津々でお客さんを見

つめてきますし、子牛ちゃんたちはもうあのか

わいさです。私も娘たちを連れて行きましたが、

本当に気持ちのいいところです。　そして清潔

な牛舎で、牛のご飯を見せていただきました。

健康な清潔な牛が育つには、あのお尻とか全然

汚れてないんです。おなかの調子が非常にいい

ので。牛ちゃんたちをどうやって、そういう体

調を保てるのかをお聞きしましたら、サイレー

ジという発酵食品を牛たちに食べさせていると

いうお話でした。

　今でこそ腸内フローラとか菌活とか、言われ

ていますけれども、そのころまだあまりそう

いった言葉があまりなくって、「そうなのか！

発酵食品か！まあ人にもいいんだしな」ぐらい

な感じで聞いていたんですが、それも牛にも食
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べさせるのかぐらいな認識だったんです。でも、

その後いろいろ勉強させてもらって、牛のおな

かの中というのは食物繊維を消化するために牛

の胃の力で分解できるのではなくって、沢山の

微生物や菌が活動してくれることで食物繊維

も、牛乳に変えていく力になる栄養になる、そ

うゆう働きがあるということで、サイレージと

いうのが牛にとって非常に重要な食べ物である

ことが分かりました。

　そのサイレージの作り方ですとか、牛の健康

を保つための土づくり、それを鈴木先生に教え

てくれたのが、北海道にいる獣医さんの熊谷先

生です。今度は「熊谷先生の話を聞きに行く

ぞ！！」って大石さんに言われまして、はるば

る北海道まで行きました。実は私北海道に行く

のが初めてだったので、かなり観光気分で行っ

たんですが、3 日間ほんとうに牧場を回りまし

た。3 日間ずっと朝から晩まで牧場を、、、。その

時の写真がありますんで、回していただけたら

と思います。小さいアルバムが北海道に行った

時の写真で、大きいのは福島にありました、み

ちのくグリーン牧場。私たちが山木屋さんと呼

んでいた方の牧場の写真です。両方共とても勉

強させていただいた牧場です。

　熊谷先生は札幌酪農というサツラクさんに牛

のことを定期的に教えていらっしゃって、18 年

も前なんですけれども、札幌酪農の酪農家さん

たちのところを順繰りに回ってご指導なさって

いました。

　その講習に私たちも 3 日間参加させていただ

きました。どんな牛がこの中で今一番乳量を

誇っているか、どの牛のがおいしいかっていう

のをいろいろ見せていただきまして、やっぱり

見るからに健康的で美しいお母さん牛がとても

おいしい牛乳を出します。それで、この牛きれ

いですね～ていう牛のお乳はほんとうに甘く

て、今鈴木さんからもらった牛乳のようなほ

んとに自然な甘さで、美味しいんです。それ

で、そうでないちょっと調子悪いんじゃないか

なあっていう牛ちゃんのお乳をその場でしぼっ

たのをいただきますと、少し舌を刺すようなピ

リッとくるような味がして、「あ～調子悪いん

だなぁ～」ということがわかりました。

　草だけでたんぱく質を作りだす牛ちゃんたち

にどうやって元気でいてもらうかっていうこ

とを、サツラク酪農の人たちも一生懸命考えて

いらっしゃって、熊谷先生から一生懸命指導を

うけていらっしゃいました。私たちも 3 日間一

緒にいましたら、だんだんとその牛舎の中でど

の牛が今一番稼ぎ頭かというのが、見分けがつ

くようになってきました。そういう覚えだけ私

は良いんです。最後三日目ぐらいには、「この

子！！」ていうと「当たり！」みたいな感じで

わかりました。今写真を回していますが、すば

らしく白黒のラインもきれいで模様もきれい

で、健康的な美脚の牛さんたちが活躍していま

した。

　今、腸内フローラと言われてますが、微生物

や菌が暮らしやすいようなおなかの中を維持す

るというのは本当に菌が大事で、私たちの体も

それは同じなんです。やっと最近分かってきた

ことですけれども、あなたの体の 9 割は細菌と

か、寄生虫なき病という本に書いてあるんです

が、私たちもほとんど菌でできているようで、

おなかの中だけじゃなくて、沢山の菌に囲まれ

て共生して暮らしています。それが、18 年前か

ら熊谷先生は牛たちにそうだっていうことを一

生懸命教えてくださっていました。

　熊谷先生とは別なんですけれど

も、福島にも山木屋さんという牛

乳をつくっていたみちのくグリー

ン牧場がありました。そこは福島

第一原発の事故で避難区域に指定

されてしまったので、今はもうあ

りません。でもその山木屋さんの

牛乳も、今鈴木さんの牛乳をいた

だいて山木屋さんの牛乳を思い出

しましたが、山地型の牧場を経営

したいということで素晴らしい牛

たちと牛乳を作っていらっしいま

した。サツラクさんには熊谷先生

のお話を受けて一緒にやる仲間が

いて、山木屋さんは独自のプラン

トを持ってやってらして、鈴木さんも牛乳が飲

めたらいいっていうのは、行った組合員の感想

としては一番多いもので、なんとか鈴木さんの

常総生協の組

合員さんにも人

気のあった 「山

木屋ノンホモ牛

乳」 原発事故

の放射能汚染

により、 みちの

くグリーン牧場

は廃業、 牛は

殺処分となって

しまいました。
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副理事長　

佐藤　登志子　

　23 期、副理事長に就

任しました、我孫子地

区の佐藤登志子と申します。私が常総生協

に加入したのは、福島原発事故後です。子

どもに何を食べさせればいいのか、何を信

じたらいいのかわからなくて、買い物難民

になっていた私に、ママ友が「常総生協は

事故直後から野菜の放射線量を測っている

よ。」と、教えてくれたことが、常総生協に

加入するきっかけでした。

　あれから 7年、私にとっては人生が変わっ

た激動の７年間でした。事故後、あちこち

から「関東も危ないから逃げろ」というメー

ルが入る中、夫と相談して、当時小学 3年生

になったばかりの息子と 3 人、我孫子に残

ることを決めました。その後出会った、同

じように思い悩むママ友たちと、市や学校、

県に国に、子ども達を守ってもらおうと必

死で働きかけた日々。常総生協はそんな私

たちと共にありました。自治体にどう働き

かけたら動いてもらえるのか模索する中、

当時の理事長、副理事長であった、村井さん、

大石さんに、まだ古い建物だった生協で相

談に乗って頂きました。

　2012 年に茨城と千葉のお母さんたちがつ

ながってできた「放射能からこどもを守ろ

う関東ネット」は、2013 年 6 月、衆・参両

院に「放射能被ばくから子どもを守るため

の対策を求める署名」を出しました。常総

生協もこの署名に協力して下さいました。

この時集めた署名はわが家が最終集約所で

したが、当時うちに供給に来ていた職員の

伊藤さんが汗だくで「佐藤さん！国に署名

を提出しますので、ご協力ください！」と、

私に勧めてくれました。その伊藤さんは現・

専務です。

　2013 年 9 月に常総生協を事務局とした「関

東子ども健康調査支援基金」ができました。

現在発足から５年目、少なくともあと 8 年、

事故の年に生まれた赤ちゃんが 15 歳になる

まで、検診を継続できるよう、運営団体・共

同代表・事務局が力を合わせています。発

足当時「検診スタッフその１」だった私は今、

この基金の呼びかけ人であった木本さんた

ちと共に基金の共同代表です。

　私は 2016 年の総代会で理事に就任し、現

在に至ります。人生、何が起こるかわから

ないなぁと、つくづく思います。組合員７

年生にして副理事長となってしまいました

が、理事長を引き受けてくれた理事の同期・

増本さんや今期理事・監事の皆さん、私た

ち組合員のために日々頑張ってくださって

いる職員の皆さん、そして生協を支えて下

さっている組合員の皆さんと一緒に、常総

生協を次の世代に残していくための力とな

れたら嬉しいです。どうぞよろしくお願い

致します。

新役員あいさつ （2） 副理事長

牛乳を飲めないかっていうのは、本当に組合

員の悲願でありました。今、山木屋さんのこ

ともちょっと触れましたけれど、山木屋さん

はもうありませんが、そういった、人が一生

かけて作り上げてきた牧場が簡単に原発事故

でなくなってしまいましたが、そういういろ

んな想いがみんな鈴木さんの牧場に結集して

とてもとてもうれしいことです。そして、牛

乳作りの想いというのが、受け継がれている

ということが大変うれしく思っています。

そんなつたない話でしたが、以上です。


